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論文内容の要旨

本論文はパラメータ感度を考慮、した制御系の設計法と，パラメータ感度が小さくなる逆関数帰

還形制御系に関する研究の結果を記述したもので， 7 章よりなっている。

第 1 章は緒論で，パラメータが変動する制御系の制御方式として自己適応制御方式が提案され

ているが，パラメータ感度に着目すれば乙のような適応制得方式と同じ効果をあげる乙とができ

ることを述べ，本研究の目的を明らかにしている。

第 2 章は制御系のパラメータ感度について考慮したもので，単一フィードパック制御系，直列

補償制御系およびフィードパック補償制御系をパラメータ感度の点で比較し，フィードパック補

償制御系が他の制御系に比較しパラメータ感度の小さい乙とを明らかにしている。

第 3 章はフィードパック補償制御系をパラメータ感度に着目して設計する方法を述べ，補償要

素の決定法とパラメータ変動に対する補償効果について述べたものである。また，フィードパッ

ク補償制御系を時間領域で直接設計し得るよう過度応答線図に基づく設計法を提案している。

第 4 章はパラメータ感度の小さい制御系として逆関数帰還形制御系を提案し，乙の系について

適応特性，過渡特性について解析したものである。その結果，本制御系がパラメータ感度の小さ

い系としてすぐれた特性を有していることを明らかにしている。

第 5 章は逆関数帰還形制御系と自己適応制御系のパラメータが周期的および不規則に変動する

場合，両者の適応特性を比較し，ノマラメータの変化速度に対して両制御系の有利な領域を明らか

にしたものである。また制御対象が高次系の場合，両制御系のパラメータ変動に対する適応特性

を比較し，制御対象の次数に対する両制御系の優劣を述べている。すなわち，自己適応制御系の

適応に比し，系のパラメータが急激にあるいは頻繁に変動する場合には逆関数帰還形制御系が有

利であるが，制御対象の次数の高い場合には逆関数帰還形制御系は，その適応特性が悪く補償効
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果の小さい乙とを明らかにしている。

第 6 章は逆関数帰還形制御系の設計法について述べたものである。またその設計例として，炉

の温度制御，エレベータの速度制御等に応用した場合について記述している。

第 7 章は結論で，本研究結果の総括である。

論文の審査結果の要旨

本論文は，パラメータの変動による制御性能の低下を補償するには，パラメータ感度の小さい

制卸系がすぐれた制御特性をもつことに着目し，その構成法を検討し特性を明らかにしたもので

ある。

パラメータの変動が，系の特性根，評価関数，総合伝達関数などに与える影響を解析し，系の

特性の補償方法を種々検討しているが，とくに，パラメータ感度の小さい系として導かれた透関

数帰還形制御系は，適応機構をもたないが，いわゆる適応制御系に匹敵する特性をもつもので，

本論文の主要な成果である。もっとも，巌密な意味の逆関数要素を構成することは困難なので，

近似的な要素を用いているが，実用上十分な精度で補償することができる乙とを明らかにしてい

る。さらにこの制御系の安定性を論じた上，容易に実用化できる設計方法を確立している。

以上のように，簡単な構成でありながら，ノマラメータの変動に適応しうる制御系が得られたこ

とは，従来のフィードパック制御系の限界を拡大し，制御工学に新しい知見を加えたものといえ

る。また，以上の結果の応用面にもふれており，実用的な制御技術にも貢献するところが大きい。

よって，本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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